
ふれあい
愛媛⼤学留学⽣の「いま」

留学⽣の住宅賃貸借契約時における保証事業
利⽤者数

学⽣損害賠償責任保険の義務加⼊に伴う補助事業
利⽤者数

12名

125名

本学学⽣⼜は地域住⺠との交流を⽬的とした
留学⽣主催事業補助

御幸学⽣宿舎⼊居者の⽕災保険加⼊補助事業

広報誌「ふれあい」発⾏

利⽤者数 前学期21名、後学期41名

第44号

2件

第45号（2022年6⽉）、 （2023年2⽉）

 理事会終了後、⼤学会館2階⾷堂で3年ぶりに留学⽣パー
ティーを開催し、愛媛⼤学の留学⽣と家族55⼈、⽇本⼈学
⽣28⼈、学内外からの出席者32⼈、計115⼈が参加しまし
た。司会は、理⼯学研究科のLIU�XINYEさん（中国）が⽇
本語を、同じく理⼯学研究科のGERENCHEAL�TEKLAY
ASMELASHさん（エチオピア）が英語を担当しました。

 光信⼀宏副会⻑の開会挨拶に続き、教育学部の
SANCHEZ�SEGURA�CRISTHEL�IVONNEさん（メキシ
コ）が留学⽣代表挨拶を⾏いました。その後、松⼭湯築ラ
イオンズクラブ・YCE委員会委員⻑の笹岡豪⽒に乾杯のご
発声をいただき、パーティーが始まりました。AZIZ
SHOAIBさん（パキスタン）が歌や踊りを披露し、続い
て、インドネシアの留学⽣とその家族7⼈が伝統的な踊り
を披露しました。参加者同⼠が積極的に交流する様⼦も⾒
られ、⼤いに盛り上がりました。
 AINECSでは、引き続き外国⼈留学⽣の⽀援を通して、
地域と世界を結ぶ活動を推進して参りますので、皆様のご
⽀援ご協⼒をお願いいたします。

国際連携推進機構HP

第47号 2024年2⽉

アイネックス会報

アイネックス理事会・留学⽣パーティー

 令和5年7⽉28⽇（⾦）に愛媛⼤学学⽣国際交流協⼒事業
（AINECS）理事会・留学⽣パーティーを開催しました。
AINECS理事会は校友会館2階サロンで開催し、仁科弘重会
⻑ならびに学内外の理事が集まり、「令和4年度事業報告お
よび決算報告」、「令和5年度事業計画案および予算案」を
審議し、了承されました。

令和5年度

アイネックス事業報告令和4年度

司会の2⼈ AZIZさんのパフォーマンス インドネシアのパフォーマンス



寄付をいただきました
 林 智⼦様よりアイネックスへ寄付をいただき
ました。多⼤なるご⽀援をいただき、感謝申し上
げます。いただいた寄付⾦は、留学⽣を⽀援する
活動に使わせていただきます。

アイネックス会員を募集しています
 お寄せいただいた年会費は、留学⽣を⽀援する事業に役⽴
てられます。ご⼊会いただける⽅は、お気軽に事務局までお
問合せください。

【年会費】個⼈会員 １⼝  ３，０００円 
     特別会員 １⼝ ５０，０００円
【振込先】ゆうちょ銀⾏
     ⼝座番号：０１６９０−８−２１０１６
     加⼊者：愛媛⼤学学⽣国際交流協⼒事業会
【事務局】 愛媛⼤学学⽣国際交流協⼒事業会（AINECS）
      〒７９０−８５７７
      松⼭市⽂京町3番 愛媛⼤学国際連携課内
      TEL：０８９−９２７−８３１３
      FAX：０８９−９２７−８９６７
      E-mail：kokuryu@stu.ehime-u.ac.jp

ICO活動報告 3⼤学留学⽣で⾏くしまなみバスツアー

留学⽣⽇本語スピーチコンテスト第20回

 令和5年11⽉25⽇（⼟）、愛媛の3⼤学留学⽣で⾏くし
まなみバスツアーを実施しました。当⽇は、愛媛⼤学、松⼭
⼤学、聖カタリナ⼤学から中国、台湾、韓国、インドネシ
ア、バングラデシュ、パキスタン、フランス、ケニア、エス
ティワニ出⾝の留学⽣29⼈が参加しました。
 はじめに、留学⽣らは今治市のさいさいきて屋で農産物の
直売所を⾒学し、⾷堂で旬の地元産の⾷材を使⽤した料理を
堪能しました。その後、村上海賊ミュージアムを⾒学し、最
後に来島海峡サービスエリアで景観を堪能しました。
 留学⽣からは、「普段訪れる機会がない場所に⾏くことが
でき楽しかった」といった感想が聞かれました。愛媛県の魅
⼒を再発⾒することができ、充実したツアーとなりました。

 AINECSでは寄付を募集しています。皆さまから寄せられた寄
付⾦に関しましては、留学⽣の⽀援活動に⼗分に活⽤させていた
だきます。郵便振替または事務局にて承っております。皆さまの
ご⽀援、ご協⼒をよろしくお願いいたします。

 令和5年12⽉3⽇（⽇）、南海放送本町会館にて第20回
留学⽣⽇本語スピーチコンテストが開催されました。コン
テストの様⼦は南海放送ラジオと愛媛CATVで同時放送さ
れ、南海放送HPではインターネットでライブ配信されまし
た。愛媛県内の学校から14名の留学⽣が出場し、愛媛⼤学
からは8名の留学⽣が参加、そのうち3名が⼊賞しました。
 「旅⽴ちの⽇」というタイトルでスピーチをした、佳作
賞受賞の陳 ⾙思さん（⼈⽂社会科学研究科、中国）に感
想を聞きました。

 当⽇の様⼦は南海放送のHPまたはYoutubeチャンネルで
⾒ることができます。

「⼤学⼀年⽣の頃に、中国で開催された⽇本語スピーチコ
ンテストに初めて参加しました。当時、⽇本語初⼼者であ
る⾃分は⼒不⾜で、結果的には参加賞にとどまったのが⼼
残りでした。今回は審査員の⽅々のおかげで、めでたく佳
作賞をいただくことができ、スピーチ終了後も他校の指導
教員の⽅々に⽂章を褒めていただき、嬉しい限りでした。

 まだまだ不⼗分なところがたくさんあると感じつつも、⽇
本語に努⼒を重ねてきたこの五年間を振り返り、頑張った甲
斐があったと感慨深く思いました。テレビに出るのは初めて
で、緊張のあまり⼝から⼼臓が⾶び出るかのようでした。⼈
前での発表を怖がっていましたが、これほどの緊張感を味わ
えるのも貴重な経験です。勇気を振り絞ってコンテストに挑
戦して良かったと⼼の底から思っています。」

 令和5年12⽉22⽇（⾦）、ICO主催の「クリスマスチャ
ット」を開催し、約30⼈の参加者が集まりました。
 今回のイベントはKahoot!というアプリを使ったクイズ
と、グループで⼀つの絵を完成させる「Drawing�relay」の
⼆つのゲームと、イベントの⽬⽟となるクリスマスツリー
作りを⾏いました。今回のイベントで特に盛り上がったの
はKahoot!を使ったクイズでした。クリスマスにちなんだク
イズを10問出題し、1問ごとにグループの順位が発表され
るので、順位が変動した際には歓声が上がっていました。
クリスマスツリー作りでは、松ぼっくりを⽑⽷やビーズな
どで装飾し、個性あふれるツリーが完成しました。参加者
同⼠のコミュニケーションが活発にとられており、クリス
マスや年末年始の予定、留学⽣の⺟国の話に花を咲かせて
いました。
 多くの参加者が集まり、2023年のICO最後のイベントに
ふさわしい盛り上がりとなりました。2024年も多くの⼈が
楽しめるイベントを開催していきます。


